
        

【団体の概要】

【プログラム】

実施年月日：

場 　　 所：

日程：

参加人数： ・ ／ ・

感想：

マスコミ等での紹介例（あれば）：テレビ高知･さんさんテレビで放映、くらしの情報

10:20

12:00

スタッフ　５１名外部講師　　　名

10:15

森を散策

お昼

13:00 森の音楽祭 サンドイッチパーラーによる森の音楽会
木工体験・クラフト体験

チラシ・ネット・情報誌・小学･保育

県下 親子

無料

スタッフ紹介・日程の説明と注意事項

ネイチャーゲームで森の観察を
ノコギリ体験で森の整備を
森を散策して自然を楽しもう

マイ箸を作って豚汁を食べよう

14:30 終了

（備考）

募集対象：

参加費等：

募集地区：

募集方法：

大人　３１名 子供（～17才）　６３名

活 動 報 告 書

番　号

目的：７０種類ほどの広葉樹が生息している豊かな県有地を借受、不法投棄やゴミをなくす活動を行いなが
ら、森を除間伐して遊歩道作りや自然に親しめる環境整備を継続的に行い森は様変わりしました。子どもや
市民の憩いの場となりゴミの山が「宝の山」に変身し、今では『アジロ自然の森』に毎日の様に市民が訪れ
ています。
　森を整備し始めて今年で1５年目。森の中には木が生長して暗くなった所があり､継続して除間伐や植樹を
した周辺の下草刈りや遊歩道の草刈り作業を行います。
　「森のようちえん＆自然体験」の事業と平日誰もが安心して散策出来る「森」にし、森を訪れた市民に
「自然と環境」を守る事の大切さを知ってもらう事が目的です。
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事業名：

団体名：

里山整備＆親子自然体験推進事業

アジロ山の自然と環境を守る会

【活動の概要】

アジロ自然の森　高知市朝倉己1152－24　

令和4年11月20日（日）

内容：事前準備として、老朽化し危険だったツリーハウスを「こうち森林救援隊」に委託して解体しまし
た。腐った木材のボルトや釘がなかなか抜けず一苦労。チエンソーで切断しながら解体するなど、困難な作
業でしたが２日間で処理を完了させました。跡地は除間伐をして森を明るくし、資材を担ぎ上げた丸太で
「休憩ベンチ」を設置しました。
　里山体験イベントは11月20日に｢遊ぼうアジロ山まるごと自然体験」を建設コンサルタント協会と共催で実
施しました。総勢１５０名がアジロ自然の森に集まり、「森の散策」「ノコギリ体験」「ネイチャーゲーム
で森の観察を」「森を散策して自然を楽しもう」「木工･クラフト体験広場」「森の音楽祭」「マイ箸を作っ
て豚汁を」などのコーナーを親子で満喫していました。
　1月15日は、火を見る事の少ない子どもたちと「焼きいも体験」を行い、自然を楽しみながら火の大切さ、
危険性を学んでもらいました。前日の雨で薪や地面が湿っていて、焼き芋の火起こしは一苦労。自然の中で
火を起こすことの大変さをみんなで理解しあいました。自然を満喫したあと、お昼に無事焼けた芋をほお
ばっていました。午後は森の恵みを活用したストラップや竹のコップ作りを行いました。

成果：安心して自然体験が出来る「アジロ自然の森」作りを進め、「森」にはコロナに負けない元気な子ど
もたちの声が聞こえています。ゴミの山を地元住民と森林ボランティアの支援で整備して市民の｢宝のお山」
に変身させてきた取り組みは地域住民の誇りであり、市民に「自然と環境」を守る事の大切さもアピールす
る事が出来ました。

開会挨拶
建設コンサルタント協会･高知県森と緑の会･アジ
ロ山の自然と環境を守る会

時間 内容 詳細

10:00



【プログラム】

実施年月日：

場　　  所：

日程：

参加人数： ・ ／ ・

感想：

12:00 お昼 焼き芋を食べながら昼の食事を

10:20 森を散策 みんなで焼き芋の準備を
森の散策をして自然体験を

<参加者>
子どもの成長におどろいた。森林インストラクターによる森の木を知るゲームは良かったです。葉っぱで
ジャンケンを初めてしました。自然の中で楽しめる事が分かったので友達にも教えたい。竹を使ったコップ
作りは楽しかった。竹での楽器作りは子どもが大喜びでした。自分で作った楽器での演奏は素敵でした。マ
イ箸は家に帰っても使ってみたくなる。クラフト作りに熱中し豚汁が食べられなかった。焼きいも体験は前
日の雨で火起こしが大変だった。手作りのベンチ・ブランコがあって子どもを遊ばせるにはサイコーです。
アジロ山を子ども達の自然体験の場に使ってほしいです。また行事があれば参加したい。

<スタッフ>
遊歩道に石が落ちたり掘りかえされたりイノシシの被害が多い。駐車場や周辺の草刈は面積があり大変だ。
定期的な見回りがあり森を安全に体験出来る。スタッフの高齢化若いリーダー養成が必要だ。「アジロ自然
の森」も本気でリーダー養成をしなくては。森を整備するリーダーにもっと活動手当の予算を出してほし
い。地域の無償リーダーでは草刈やチェーンソーなど危険作業は出来ない。森の整備費用を出してほしい。

令和5年1月15日（日）

アジロ自然の森　高知市朝倉己1152－24　

時間 内容 詳細

10:00 開会挨拶 高知県森と緑の会･アジロ山の自然と環境を守る会

10:15 スタッフ紹介・日程の説明と注意事項

13:00 クラフト体験 竹の太鼓・木の鉛筆やストラップ作り体験

14:30 終了

（備考）

大人　１６名 子供（～17才）　２２名 外部講師　　　名 スタッフ　１３名

募集地区： 県下 募集対象： 親子

<スタッフ>
コロナに負けない元気な子どもの姿に感動した。森の恵みを活用したストラップを作りは準備が大変だが喜
ばれる。焼き芋体験が実施できて良かった。焼き芋体験は薪の準備が大変。苦労して森を整備して良かっ
た。雪害で何本か遊歩道に倒れたが前準備で除去できた。

募集方法： チラシ・ネット・情報誌・小学･保育 参加費等： 無料

マスコミ等での紹介例（あれば）：

<参加者>
親子で焼きいも体験が出来て良かった。焼きいもをしてくれた叔父さんに感謝です。体験で子どもたちは
ゆっくりと自然を観察出来た。運動不足を解消して大満足顔でした。今日一日親子で外で過ごせて良かっ
た。自然の中に遊具があり子どもが楽しめる。竹の太鼓作りが楽しかった。


